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〇 弥生
　3月が終わろうとしています。「弥生」の意味を調べてみると「木草弥生い茂る（草木が生い茂る）月」というふうに記述されていました。確かにまわりの植物たちが勢いづいています。今回は植物特集というような内容にしてみました。
　スイセン、チューリップ、イチゴの花が本校玄関前の花壇で咲いています。前者の二つは昨年の球根を保管しておいて、寒い時期に植えたものです。温かい日差しに誘われて気持ちよく咲いています。根元には昨年リュウノヒゲも植えました。また、背後にはツバキとゲッケイジュの木も育っています。ゲッケイジュは大きく育つようなので近いうちに剪定をしようと思っています。

　これまで私は自作の額縁を使って季節の植物を紹介してきました。園児たちが見学していきますので、できるだけ名称を添付しようとしていますが、このたびのシダ類については調べてもよく分かりませんでした。形はゼンマイのようですが、昨年芽が出て、育っている親株の葉の形を見ると違うようです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、右の写真はミズナです。いわゆる菜の花系にはハクサイ、キャベツ、ダイコンなどもありますが、みんな競って花を咲かせようとぐんぐん育っています。そうなると食べるには“きすく”なってしまいますので料理
に使おうとすると忙しいですね。ワラビやゼンマイも天ぷらなどにすると美味しいですね。
　本校の敷地内には小さな“畑”があります。カキノキやバラン、アジサイ、シャリンバイ、ナンテン、ミズキ、アジサイ、ミント、ローズマリーなどが育っています。植物が生き生きしているところはいいのですが、同時に除草も必要です。我が家の畑ではいわゆる“雑草”との格闘が始まります。
　新山口駅前そして南北自由通路にはいろいろな植栽が施してあります。植物があると気持ちが落ち着きますね。本校まで歩いて来ていますが、道路の縁石のそばでは小さなスミレのような花がこれから咲き始めます。除草作業をするとき置いておこうか抜いてしまおうかと迷ってしまいます。
〇 自校自賛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記のとおり
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